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１ はじめに

ご家庭や職場で、多くの計量器(はかり)が使われています。

身近なものでは、ご家庭で使用されている、コンパクトな「体重計」やお肉屋さんなどの商店で

使われている「料金はかり」、また工場や研究所で使われている産業用や分析用の「電子はか

り」など、さまざまな種類のはかりが広く普及しています。

しかし、身近なはかりですが、ある程度、計量器に対する知識がないと最適な電子はかりを選

ぶのは容易ではありません。

そこで、職場で使用される一般的な電子はかりの選び方をご紹介します。

( ご家庭用のはかりや、個数を数える「個数はかり」、爆発の危険のある環境で使用できる「防

爆はかり」など専門用途のはかりの選び方ではありません。 )

計量器(はかり)の選び方は、次の項目が希望の条件に合っているかで決めていきます。

項目としては、

1) 置き場所 ： 卓上で使用するか、床置きで使用するか？

2) 防塵防水 ： 粉塵やほこりが多い、また水がかかる環境で使用するか？

3) 性能 ： 量りたい対象物の最大の重さや最小表示は？

4) 載台面の寸法 ： 計量対象物が載せられる大きさか？

5) 検定の有無 ： 取引や証明用に使用するか？

6) 表示単位 ： 表示はグラム単位以外のカラットや個数、％などの表示が必要か？

7) 校正用分銅 ： はかりを校正する時の分銅をどうするか？

8) データの出力 ： プリンタ印字や、パソコンへのデータ転送を行うか？

9) 電源 ： 駆動電源は、電池駆動か、AC100ボルト駆動か？

10) 判定機能 ： チェッカ機能などが必要か？

となります。

これらの、条件から計量器を選びます。

それでは、項目順に内容をご紹介します。

個数はかり 防爆はかり体重計 料金はかり 分析用電子はかり
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２ 各項目のご紹介

はかりには、軽い物を量る「卓上タイプ」と、重い物を量る「床置きタイプ」があります。

卓上タイプは、「分析用電子天びん」「汎用電子天びん」「卓上電子はかり」などと呼ばれている

はかりです。

「床置きタイプ」は、比較的重い物をはかるので、計量物を机の上には持ち上げられず、床に置

いたはかりに載せて、計量します。

「床置きタイプ」は、「台はかり」などと呼ばれています。

分析用電子天びん 汎用電子天びん 卓上電子はかり

床に置いて使用

比較的軽い物を量る

比較的重い物を量る

1) 置き場所 ： 卓上で使用するか、床置きで使用するか？
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２ 各項目のご紹介

粉塵やほこりなどが多い環境や、水気が多く、水がかかる環境で使用するはかりは、防塵防水

仕様のはかりを使用します。

2) 防塵防水 ： 粉塵やほこりが多い、また水がかかる環境で使用するか？

防塵防水の性能については、IP保護等級により規格化されています。

防塵防水の規格について、次ページより、ご紹介します。

防塵 防水
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２ 各項目のご紹介

防塵の規格は、1～6までの等級で示されています。

防水の規格は、1～8までの等級で示されています。

【 防塵の規格 】

【 防水の規格 】
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２ 各項目のご紹介

防水を意味する言葉として、「防滴」「防雨」「防水」があります。

IP保護等級との関係は、厳密な定義としては決まっていませんが、概ね次の様に分類されます。

防滴：IPX1～2

防雨：IPX3～4

防水：IPX5～8

IPの次の１桁目は、防塵の規格で防水とは関係ないので、「X」となっています。

防滴

防雨

防水

保護等級の数字が大きくなればなるほど性能がアップされると考えても基本的には問題

ありません。

しかし、例えばIPX8にある「水中に入れた場合の保護」の試験をクリアしていても、IPX6の

「あらゆる方向からの強い直接噴流からの保護」が保証されることはないので注意が必

要です。



Copyright 2022 ©  Digital Workshop Kinos.  All Rights Reserved. 7

２ 各項目のご紹介

3) 性能 ： 量りたい対象物の最大の重さや最小表示は？

はかりで計量できる最大重量を「ひょう量」、確認される最小値が「最小表示」または「目量」と呼

びます。

ひょう量は、余裕をもって、計量したい計量物の最大重量の1.5倍～２倍の重量をひょう量としま

す。

最小表示や目量は、どの程度細かくはかりたいかによって決めます。
但し、はかりは風や振動などにより、計量の安定し難い場足があり、あまり細かく設定すると安
定に時間がかかったり、作業性が悪くなるので、注意が必要です。

【 ひょう量、最小表示（目量）の表示例 】
ひょう量 最小表示（目量）
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２ 各項目のご紹介

4) 載台面の寸法 ： 計量対象物が載せられる大きさか？

載台面の寸法は、計量物より大きいものを選びます。

計量物が、載台面より大きいと、はかりに偏った荷重がかかり、正しい重量を量れない場合が

あります。

【 はかりの寸法図の例 】

載台の寸法(幅) 載台の寸法(奥行)

×

計量物が載台
より大きい ×
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２ 各項目のご紹介

5) 検定の有無 ： 取引や証明用に使用するか？

計量器を商売に使う場合や、計量した値を証明する場合、適正な計量が確保されるよう、計量

法により定められた「特定計量器」を使用する事が義務付けられています。

商店での量り売りは、取引行為にあたり、また、病院などでの健康診断で重量を記録する場合

は、証明行為にあたるので特定計量器（検定付き）を使わなければなりません。

はかりを選ぶとき、はかりの仕様として「検定品」「検定外品」の記載がありますが、名称だけで

検定が付いているから「検定品」にしようと選んでしまうことがあります。

「検定外品」の方が「検定品」より、目量（最小表示）が細かく計測できる場合があります。

「検定品」は「特定計量器」のことですから、取引や証明に使用しない場合は、「検定外品」を選

びましょう。
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２ 各項目のご紹介

6) 表示単位 ： 表示はグラム単位以外のカラットや個数、％などの表示が必要か？

はかりは、重さのグラム表示が基本ですが、カラットやもんめなど、グラム以外の重さの単位で

表示をするか？

また、全体の重量を一個の重さから個数を計算して表示できるカウンティング機能による個数

表示が必要か？

このように、グラム単位以外の表示が必要な場合は、表示できるはかりを選びます。

7) 校正用分銅 ： はかりを校正する時の分銅をどうするか？

計量器は、「長期間の使用」や「置き場所の移動」、また「よごれ」などにより重量表示にズレ（誤

差）が発生することがありますので、定期的な点検・検査が必要です。

点検や検査で誤差が発見された場合、校正用分銅を使用して調整します。

この校正用分銅が、はかりに内蔵されているのが、校正分銅内蔵型のはかりです。

校正用分銅がはかりに内蔵されている為、校正を自動で行う事ができます。

内蔵されていない場合は、別途用意した校正用分銅を使用して調整します。

校正用分銅の準備や管理が必要となり、また校正の時の分銅の載せおろしは、手動となります。
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２ 各項目のご紹介

8) データの出力 ： プリンタ印字やパソコンへのデータ転送を行うか？

はかりの計量データをプリンタで印字する場合やパソコンにデータ転送する場合には、外部出

力が必要です。

外部出力としては、RS-232Cが一般的ですが、RS-422やUSB、LAN、Bluetooth出力が可能な

はかりもあります。

計量データの活用方法に応じて、外部出力を選択します。

9) 電源 ： 駆動電源は、電池駆動か、AC100ボルト駆動か？

はかりの駆動電源としては、「電池駆動」「AC100ボルト駆動」があります。

電池駆動の場合は、電源ケーブルが不要となるため、設置場所が自由で、場所の移動も容易

で、停電時でも使用できます。

但し、使用頻度や時間が長く、電池が消耗すると、交換が必要となります。

ＡＣ駆動の場合は、電池の交換が不要なので、使用時間の制約がありません。

但し、電源ケーブルが必要となるので設置環境に制約があり、また、停電時には、使用できま

せん。
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２ 各項目のご紹介

10) 便利機能 ： チェッカ機能など便利機能が必要か？

はかりの便利な機能として、上下限判別機能（チェッカ機能）やカウンティング機能を搭載した

はかりがあります。

計測重量を活用した便利機能を使用する場合は、機能が搭載されているはかりを選びます。

例） A&D製 台はかり HW-Cのコンパレータ機能
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３ 計量器の選び方とカタログの内容

計量器の選び方の項目が、はかりのカタログに、どのように記載されているかを

ご紹介します。

例1： A&D製の汎用電子天びん FZ-iシリーズのカタログ
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３ 計量器の選び方とカタログの内容

例2： 大和製衡製の台はかり DP-6701シリーズのカタログ



計量計測の新時代を開く
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https://digikinos.com/

有限会社 デジタル工房Kinos
194-0032 東京都町田市本町田1369-9

TEL： 042-810-5198

Email ： info@digikinos.com

本書の無断複写複製（コピー）及び内容の転載を禁止します。

shopkinos.com はかり・分銅専門ショップ

最新のBluetooth付きはかりや活用システム、点検・検査に必須な分銅や関連製品など、shopkinos.com
で取り扱っている商品やサービスを総合的に紹介しているサイトです。
計量に関する最新情報が満載ですので、是非ご覧ください。

https://shopkinos.com/
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